「骨子案への意見」
長野県高等学校教職員組合

長野県教育委員会が策定した高校再編計画骨子案全体への意見として以下の点を要望いたします。

○高校再編計画案の策定にあたっては、地域合意、県民合意を何より尊重すること。

○とりわけ、学校統廃合、新課程設置、学科融合、新学科設置等にあたっては当該校の生徒・教職員・保護者の総意を尊重すること。

○計画策定前に当該地域住民および当該高校、当該中学校の生徒・保護者・教職員・同窓会などへの説明を十分に行い、意見聴取すること。

○高校再編計画案は地域合意、県民合意のあるものから順次策定し、本年度12月に一斉・一律に計画案を作成・発表しないこと。

○高校再編計画案策定にあたっては「高校再編プラン最終報告」に基づく数合わせの統廃合計画としないこと。

○30人学級等小規模学級を視野に入れた再編計画を策定すること。

○地域高校のキャンパス化にあたっては、地域生徒の就学権・学習権を保障する観点から当該校の意見を十分に聞き、教職員の加配など特別な措置を講ずること。

○総合学科高校、多部制・単位制高校の設置は4通学区への設置を前提とせず、先行設置した学校・学区での検証を十分に行った後、設置の是非を検討すること。

○多部制・単位制高校の設置を理由に定時制・通信制高校の統廃合を進めないこと。

○進学型単位制高校の設置については慎重に行うこと。とりわけ、過度の進学対応型とせず、生徒の全人格的発達を促すよう配慮すること。

○地域連携型中高一貫校の設置は地域高校と地域中学との連携に限ること。また、その設置にあたっては当該地域の合意、当該高校、当該中学の生徒・保護者・教職員の総意を尊重すること。

○一部エリート育成を目指し、受験競争を低年齢化させ、義務教育・高校教育を歪める都市部併設型中高一貫教育校は設置しないこと。

○学科の統合や新たな融合学科の設置を基幹校との関係を見ながら進めるとしている専門高校については、専門高校の安易な統廃合と産業界の意向だけに沿った多様化をすすめないこと。
○「高校再編プラン」に基づき既に改編が進められている高校については、その現状と課題を十分に把握し、その充実に努めること。また、そのための予算措置を講ずること。

○各校に魅力づくり競争・多様化を強いる計画案とせず、すべての生徒に豊かな高校生活を保障する計画案とすること。また、そのための教育予算増額を求める計画案とすること。

○通学区の拡大によっていっそう広がった学校間格差を解消するための計画案を策定すること。

